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第1主題 ≠寄生虫〃座長 :森下薫,第2主題 ≠ゥ
イルス性疾患'座長 :東昇,第3主題 や性病か座長 :
伊藤賀祐,第4主題 ≠結核か座長.:内藤益一,
以上はいずれもトップレベルの専門家を集めて行
なわれたものである｡
寄生虫部会では基礎的研究のうち蔓延状況,発育
忠,保虫宿主などに関する研究は各自国の学者が担
当し,一方,皮内反応抗原,治療剤,殺虫剤,殺貝
剤などの開発改良は日本国内でも行なえるのでその
成果を東南アジア-供給 して協力すべきだと言う｡
ウイルス部会では調査範囲がいまだタイ国とイン
ドネシアのみであるが,デング熱が重要なものとし
て取り上げられ,ウイルス研究班全体の問題として
桟の連絡が必要であることを強調している｡
性病部会では梅毒の再増加が問題視され,血清診
断法の改善,臨床病理学的研究の重要性を強調した｡
結核部会では検診方法,BCG接種,治療の問題
にしぼられているが, 日本での行き方をそのままあ
てはめることは到底むつかしく,援助の方法にして
も各国それぞれの方針があるから下手な手出しはか
えって迷惑がられる｡現地の医師,技術者の再教育
を行なうがよいという｡
現地経験者として,タイ国のウイルス病について
伊藤利根太郎,カンボジアの結核対策について馬杉
雄達らの述べた報告が総合されている｡
当日の討議の最後に医療協力と題 して小川良治
(海外技術協力事業団)の報告があったが,アジア
･アフリカ諸国の要請に対する医師,技術者,薬品
器材の援助の現況を説明したのち,小川氏は技術者
派遣には言葉の問題が一つのネックだといい,また
協力はおしつけ的な指導であってはならぬ, ｢アジ
アは一つお互いの繁栄と幸福のために,われわれは
手をつないでゆこう｣という心がまえでやらねばな
らぬと述懐した｡ (西村 真二)
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